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ハマヒルガオは，ヒルガオ科の多年草の海浜植物で，日本

の砂質および礫質の海岸にごく普通に生育する。国内では沖

縄から北海道までの全国の海岸，国外ではアジア，ヨーロッ

パ，太平洋諸島，アメリカ太平洋岸に分布している 2)。例外

的に琵琶湖の湖岸にも分布し，海岸の集団とは遺伝的構成が

異なることから，過去に陸封された集団と考えられている 7)。 

葉は，他のヒルガオ科の植物に比べて，厚く光沢がある。

本州では 5～6 月頃に淡紅色の花を咲かせ，この時期には開

花を告げる記事が新聞紙面を飾るなど，一般の方にも広く親

しまれている。 

群落内での繁殖方法は，種子繁殖による発生・定着は少な

く，主に栄養繁殖に依存している 8)。栄養繁殖では，地下茎

を地中に張り巡らせ，所々の節から上向きに地下茎を伸ばし，

その先から匍匐茎を地上に広げる。匍匐茎は，堆砂が少ない

立地ほど本数が増え，冬期には枯死する 6)。 

海岸では主に汀線に近い立地に生育し，太平洋岸ではコウ

ボウムギなどと混生する 8)。一方，海岸林の林縁，海岸付近

のアスファルトの隙間やフェンスに巻きついて生育すること

もあり，生育可能な範囲が非常に広いのも特徴である 4)。 

果実には数個の黒色の種子が入っており，本州では 7～8

月頃に種子を採取できる。種子は不透水性の種皮のため硬実

休眠を有し，人為的な処理を行わない場合はほとんど発芽し

ない 2)。休眠打破の処理方法として，濃硫酸に 60～120分浸

漬，もしくは，針による穿孔や紙ヤスリによる傷つけを行う

と，70％以上の発芽率を得ることができる 2)。ただし，濃硫

酸への適切な浸漬時間は，種子の採取場所や年度によって異

なることに注意が必要である。 

北海道の事例では，5cm の深さに秋播きした場合に最も出

芽率が高かった 1)。表層付近は乾砂層が発達するため発芽に

不適で，深過ぎると地表への出芽が困難になる。そのため，

他の地域でも同様に，乾砂層下に相当する 5cm程度が適切な

埋土深と考えられる。 

ハマヒルガオは，海岸での生育可能な範囲が広く，種子の

休眠打破さえすれば，海岸の緑化に使用しやすい。ハマヒル

ガオを用いた緑化は，海浜植物群落の保全はもちろん，海岸

を彩る景観の創出効果が期待できる。一方，砂を捕捉する機

能が低いため 6)，コウボウムギのような飛砂抑制の効果はあ

まり期待できない。 

近年，ハマヒルガオの生育地は，海岸侵食や開発によって

減少しつつある。ハマヒルガオは自家不和合性をもつ虫媒花

であり 5)，種子生産には訪花昆虫による花粉媒介が必要であ

る。訪花昆虫の多様性は周辺緑地の影響を受けることから 3)，

ハマヒルガオの保全には，周辺緑地も含めた海岸環境の質・

量の向上が重要と考えられる。 
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